
香港 ― 2050年カーボンニュートラル達成への道筋
～その目標とチャンス～

香港特別行政区政府環境長官 黄錦星（ウォン・カムシン）



2020年9月

中国は、より積極的な政策や施策を採用することに

より、約束草案で示した貢献の拡大を図る。2030年

までにCO2排出量のピークアウトを、2060年までに

カーボンニュートラルを実現する。

第75回国連総会の一般討論における

習近平国家主席の演説から抜粋



2020年11月
施政方針演説

林鄭月娥（キャリー・ラム）行政長官、
2020年施政方針演説で

香港のカーボンニュートラル目標を発表

地域社会全体が香港の大規模な脱炭素化の

推進を期待している…香港特別行政区は

2050年までにカーボンニュートラルを達成す

べく努力する。そのために香港政府は、CO2

排出量の削減に向けたより積極的な戦略や

施策を打ち出していく。



2021年2月
香港資源リサイクル

計画2035



2021年3月

香港電気自動車（EV）

普及ロードマップ



2021年6月
香港クリーンエア

計画2035



2021年10月
施政方針演説

私が議長を務める気候変動とカーボンニュート

ラルに関する運営委員会が、全体の戦略を策

定し、各活動の調整を監督する。環境長官が

まもなく発表する香港気候行動計画2050では、

カーボンニュートラルの達成に向けCO2排出量

を削減するためのより積極的な戦略や施策を

打ち出す…

林鄭月娥（キャリー・ラム）行政長官



2021年10月
施政方針演説

…... そして2035年までに香港のCO2排出量を
2005年のレベルから50%削減するため、さらに
精力的な脱炭素の中間目標を追求する。これ
らすべての活動が効果的に実施されているか
を監督すべく、環境局は気候変動とカーボン
ニュートラルに関する運営委員会を設置し、
連携強化を図り大規模な脱炭素化を推進する。



2021年10月
香港気候行動計画2050



香港政府は今後15～20年間で気候変動に
関するさまざまな緩和策や適応策に

2,400億香港ドル (約3.5兆円)を投じる

戦略・チャンス
戦略・チャンス

カーボンニュートラルへ向けて進むことが、多種多様で豊富なチャンスをもたらし
香港の競争力を高めて、持続可能な発展を支える

運営と調整
行政長官を議長とする気
候変動とカーボンニュート
ラルに関する運営委員会
が全体の戦略を策定

気候変動関連予算
今後15年～20年間で気候
変動対策に2,400億香港ドル
を割り当て

気候変動・カーボン
ニュートラルオフィス
オフィスを新設して連携を
強化し、脱炭素化を推進

諮問委員会
専門の諮問委員会を設立
し、若年層を含む市民の
参画を促進

市民の関与
政府はさまざまな部門と
協力し、低炭素型ライフ
スタイルを推進

グリーンファイナンス
グリーンおよびサステナ
ブルファイナンスの成長を
加速し、香港を地域のグ
リーンファイナンスハブと
して発展させる

グリーン経済
グリーン産業の発展を促
進し、投資や雇用の機会
を創出

技術革新
I&Tの発展と再工業化を
推進し、脱炭素技術やグ
リーンR&Dの応用を促進

能力構築
高等教育機関のカリキュ
ラムに、気候変動に関す
る内容を導入

カーボンニュートラルな
コミュニティ
戦略的成長地域をカーボ
ンニュートラルなコミュニ
ティへと発展させる



ネットゼロ発電・省エネ・グリーンビルディング

2019年におけるCO2総排出量の約66%が発電によるもの。香港は化石
燃料の利用を徐々に減らし、クリーンなゼロカーボンエネルギーの利用
を促進

石炭を使わない発電 ゼロカーボンエネルギー 建物での省電力

脱炭素にはコストが伴う。香港の電力総消費量の約90%がビルによるも
の。省エネルギーを推進し、エネルギー効率を向上することで、脱炭素
への転換に伴うコストの軽減が可能

日常的な発電における石炭使用を止
め、低炭素もしくはゼロカーボンエネ
ルギーに置き換え

ゼロカーボンエネルギーの供給量増
加に向け、新エネルギーの試用およ
び近隣地域との連携強化

電力消費量
(2015年比) (のちに30-40%の削減)

商業ビル

15-20%

住宅

10-15%

再生可能エネルギー(RE) 連携とイノベーション 規制の強化 スマート管理

(のちに15%に増加)

官民両セクターでREを積極的に開発
し、発電における燃料混合のRE比率
を増加

特定の機器に対して最低エネルギー

効率基準の設定を検討

投資や発展の機会を追求し、香港近
隣のゼロカーボンエネルギープロジェ
クトに参画・運営

継続的な建物のエネルギー効率化

・エネルギー消費の高い建物すべてを

網羅すべく規制の対象範囲を拡大

・エネルギー監査の実施頻度を高める

・特定したエネルギー管理機会を実行

・レトロコミッショニングの推進を徹底

スマート技術を駆使した省エネ

管理の充実および建物・インフ

ラのエネルギー効率化

開発プロジェクトに地域冷房

システムを採用

(のちに20-30%の削減)



グリーン輸送・廃棄物削減

香港クリーンエア計画2035
香港電気自動車（EV)普及ロードマップ

水素燃料電池
自動車

電動
自家用車

新エネルギー
輸送

香港資源リサイクル計画2035
都市固形ごみ
有料化

使い捨てプラスチック食器
の規制

廃棄物
発電

廃棄物削減
2019年におけるCO2総排出量の約7%が廃棄物によるもの。廃棄物発電施設の開発、廃棄物削減とリサイクルの推進により、都市ごみ処理の埋
め立てへの依存から脱却することが可能に

クリーンエア計画
の戦略を実施し、
新エネルギー輸送
の採用を促すこと
で低炭素化を促進

EVロードマップに示
した措置を推進
し、2050年までに
車両排ガスゼロを
達成

水素燃料電池を搭載
したバスや大型車両
の試験導入

2035年もしくはそれ以
前にガソリン自家用車
やハイブリッド自家用車
の新規車両登録を停止

新エネルギーフェリー
を段階的に導入

香港資源リサイクル計画2035の実行に
より「廃棄物削減・資源循環・埋め立て
ゼロ」のビジョンを実現

ごみ処理有料化に向けた
準備を進め、ごみ削減と
リサイクルの奨励、公共
施設の充実やサポート強
化を図る

使い捨てプラスチック食
器などの使用を段階的に
規制し、発生源からプラス
チックの使用を削減

十分な廃棄物発電施設を
開発、都市ごみ処理につ
いて埋め立てへの依存か
ら脱却



戦略・チャンス

グリーンファイナンス
アジアのグリーンファイナンスハブとして

香港を発展させる

グリーン経済
グリーン産業の育成、

投資や雇用の機会を創出

テクノロジー
脱炭素技術、イノベーション、

グリーンR&Dを推進

能力構築
気候変動に関する内容を

高等教育機関のカリキュラムに導入

カーボンニュートラルな
コミュニティ

戦略的成長地域をカーボンニュートラルな
コミュニティへと発展させる



ゼロカーボン・住みやすい都市・持続可能な発展



2021年10月
エコエキスポアジア



2021年10月
カーボンニュートラル

パートナー
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